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授業時間外学習を促す
シラバス作成法

佐藤浩章（⼤阪⼤学教育学習⽀援センター）

１．シラバスとは何か︖
２．シラバスの項⽬例
３．授業科⽬名・キーワードの書き⽅
４．⽬的の書き⽅
５．⽬標の書き⽅
６．授業概要・スケジュールの書き⽅
７．評価に関わる情報の書き⽅
８．履修条件の書き⽅
９．受講のルールの書き⽅
１０．学習上の助⾔の書き⽅
１１．教材に関わる情報の書き⽅
１２．オフィスアワー・連絡先の書き⽅

©Hiroaki SATO

内 容
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到達⽬標
1. シラバスの役割を３つ以上説明することができる。
2. ⽬的を適切に記述できる。
3. ⽬標を適切に記述できる。
4. 効果的な学習を促すスケジュールをデザインできる。
5. 評価⽅法を適切に記述できる。

©Hiroaki SATO

⽬ 的
学⽣の学習を今よりも促進するために、効果的なシラバスを
書けるようになる。

目的と到達目標

（１）定 義

「教師が、コースの初めに学⽣に配布する授
業計画のことです。そこには、各回の授業
のテーマや、そのために予習しておくべき
ことがら、課題、評価の⽅法と基準などを
盛り込みます。」

（池⽥ら2001︓p.59）
©Hiroaki SATO

１．シラバスとは何か？
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（２）シラバスの役割
①授業選択ガイドとして
②契約書として
③学習効果を⾼める⽂書として
④教員と学⽣の⼈間関係づくりのツールとして
⑤授業の雰囲気を伝える⽂書として
⑥授業全体をデザインする⽂書として
⑦カリキュラム全体に⼀貫性をもたせる資料として
⑧教員の教育業績のエビデンスとして

©Hiroaki SATO

１．シラバスとは何か？

⼤阪⼤学のシラバスフォーマット（教員⼊⼒箇所）
・講義題⽬
・開講⾔語
・授業の⽬的
・学習⽬標
・履修条件・受講条件
・授業計画
・授業外における学習

©Hiroaki SATO

２．シラバスの項目例

・教科書・教材
・参考⽂献
・成績評価
・コメント
・特記事項

⾚字は2015年度からの新規追加項⽬
62



１）授業科⽬名
• 学部・学科等のディプロマ・ポリシーやカリキュ

ラム・ポリシーに沿うように
• ⼀般教育（共通教育）の場合は、多様な学⽣を想

定し、わかりやすいタイトルの⼯夫を
例 「基礎⽣化学」→「⽣活の中の⽣化学」

「⾻学⼊⾨」→「ヒトの⾻『百物語』」
• 留学⽣対応や海外⼤学との単位互換のために英⽂

併記を求められることがある

©Hiroaki SATO

３．授業科目名・キーワードの書き方

２）キーワード
• 学⽣が授業を概観できるように、授業で扱う主な

トピックを抜きだす

• 授業終了後には、そのキーワードについて説明で
きるようになっていることが望ましい

• 留学⽣対応や海外⼤学との単位互換のために英⽂
併記を求められることがある

©Hiroaki SATO

３．授業科目名・キーワードの書き方
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• ⽬的とは︖＝この授業の存在意義（Purpose）

• 学⽣からの「なぜこれを学ばなければならないの
か︖」という問いに対する、教員からの答え

• 「〜するために」を⼊れるとよい

©Hiroaki SATO

４．⽬的の書き⽅

• 学⽣を主語にする
× 「○○について説明する。概説する。」

教員が主語の⽂。概要説明になっている。

○ 「××するために、○○について理解し、△△を
的確に判断できるようになる。」
学⽣が主語の⽂。

©Hiroaki SATO

４．⽬的の書き⽅
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• 総括的な動詞を⽤いて表現する

授業の⽬的に使⽤する動詞

修得する ⾝につける 理解する 創造する
位置づける 価値を認める 知る 認識するなど

（⽇本医学教育学会2006）

©Hiroaki SATO

４．⽬的の書き⽅

• ⽬標とは︖＝授業終了段階で学⽣に期待される⾏
為（Goal, Learning Outcomes, Performance）

• 学⽣を主語にする
• 観察可能な⾏動を⽰す動詞で表現する

At the end of this course, you will be able to;
Analyze …
Build …
Demonstrate…

©Hiroaki SATO

５．⽬標の書き⽅
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• 授業の⽬的を具体化する
• 箇条書きで表現する（2単位の授業であれば数個

から１０数個）
• 領域に分けて記述する（知識／態度／技能）

×「印象派絵画について感受性を⾼め、作品の価値を深く理
解しながら、じっくりと味わう」

○「印象派絵画の芸術的価値について、1990年までの通説
と、それ以降の通説の違いを踏まえて、説明することがで
きる。」

©Hiroaki SATO

５．⽬標の書き⽅

知識・
理解

思考・
判断

技能・
表現

意欲・
関⼼

態度

認知的領域
（Cognitive Domain）
about knowing

情意的領域
（Affective Domain）
Interpersonal skill 

about attitudes, feeling, 
interests, values, 
emotional sets

精神運動的
領域

（Psychomotor 
Domain）

About doing

教育⽬標の領域

©Hiroaki SATO
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授業の⽬標に使⽤する動詞（知識領域）
列記（挙）する 述べる 推論する 記述する
説明する 分類する ⽐較する 対⽐する 類別
する 弁（識）別する 関係づける 予測する
具体的に述べる 結論する 同（特）定する 公
式化する ⼀般化する 指摘する 選択する 使
⽤する 応⽤する 適⽤する など

（日本医学教育学会2006）

©Hiroaki SATO

５．⽬標の書き⽅

授業の⽬標に使⽤する動詞（技能領域）

測定する 実施する 模倣する 熟練する ⼯夫す
る 触れる ⾏う 調べる 操作する 挿⼊する
準備する ⼿術する 視診する 聴診する 触診
する 打診する など

（⽇本医学教育学会2006）

©Hiroaki SATO

５．⽬標の書き⽅
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授業の⽬標に使⽤する動詞（態度領域）
協調する 配慮する 参加する コミュニケート
する 討議する 尋ねる ⽰す ⾒せる 助ける
感じる ⾏う 相談する 寄与する 反応する
応える など

（日本医学教育学会2006）

©Hiroaki SATO

５．⽬標の書き⽅

• ⼀つの⽂章に⼀つの⽬標を書く
複数の⽬標があると達成度測定が困難

• 評価される条件を明⽰する
例 「電卓を使って」「辞書を⾒ながら」

• 評価される基準を明⽰する
例 「具体例を３つ以上説明できる」「1分以

内で完成させることができる」
• 現実的かつ、チャレンジングなレベルに設定する

（ジャンプすれば届く距離）

©Hiroaki SATO

５．⽬標の書き⽅
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• カリキュラムの⽬標（DP）と対応させる。
レベル ⽬標の記述
全学

レベル
学⽣は、多様な読者に対して、⽂章によって効
果的にコミュニケーションをとることができる。

学部／学
科／課程
レベル

経営学専攻の学⽣は、専⾨家や⼀般の顧客に対
して、⼀般的なビジネス書式を使って効果的に
コミュニケーションをとることができる。

科⽬
レベル

この財政学の授業修了時には、〜という書式の
ファイナンスレポートが書ける。

（Walvood2010=2013:20）

©Hiroaki SATO

５．⽬標の書き⽅

⾏動⽬標の３類型
①達成⽬標…特定の具体的な知識や能⼒を完全に⾝

につけることが要求されるといった⽬標
②向上⽬標…ある⽅向へ向かっての向上や深まりが

要求されるといった⽬標
③体験⽬標…学習者側における何らかの変容を直接

的なねらいとするものではなく，特定の体験の⽣
起⾃体をねらいとするような⽬標

（梶⽥1992）

©Hiroaki SATO

５．⽬標の書き⽅
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達成⽬標 向上⽬標 体験⽬標

認知的領域 知識・理解等
（知識・理解）

論理的思考⼒・
創造性等（志
向・判断）

発⾒等

情意的領域 興味・関⼼等
（興味・関⼼）

態度・価値観等
（態度）

触れあい・感動
等

精神運動的領域 技能・技術等
（技能・表現） 練達等 技術的達成等

目標類型
目標領域

観点別教育⽬標分類体系（梶⽥、1978）

©Hiroaki SATO

５．⽬標の書き⽅

目標類型

目標領域

ブルームの教育⽬標の分類学（梶⽥、1978）

6.0 評 価

5.0 総 合 個性化 ⾃然化

4.0 分 析 組織化 分節化

3.0 応 ⽤ 価値づけ 精密化

2.0 理 解 反 応 巧妙化

1.0 知 識 受け⼊れ 模 倣

認知的領域 情意的領域 精神運動的領域

©Hiroaki SATO

５．⽬標の書き⽅
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©Hiroaki SATO

⽬標はそのまま成績評価項⽬になる。
適切な⽬標は学⽣の⾃学⾃習を促す。

©Hiroaki SATO
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• 授業概要は、授業で扱う内容を⼤まかに記述する。

• 授業スケジュールは、無理のない進度でデザインする＝詰め
込み過ぎない。

• 複数回テストを設定することで内容をこまめに確認する。

• 予備⽇を設ける。数回で区切りをつけるユニット制を採⽤す
る。

• まとめや振り返りの回を作る。

©Hiroaki SATO

６．授業概要・スケジュールの書き⽅

スケジュール例
内容 教育方法 備考

回数 開講日 メインテーマ サブテーマ
講
義

ビ
デ
オ

集

団

デ
ィ

ス

カ
ッ

シ
ョ

ン

デ
ィ

ベ
ー

ト

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー

教
科
書
予
習
箇
所

１回 4月12日 ガイダンス 授業の意味と概要 ○
２回 4月19日 競争の教育①（60年代～75年） ○ ○ Ⅰ

３回 4月26日 戦後日本の教育制度改革史 競争の教育②（75年～80年代） ○ ○ Ⅱ-1,2

４回 5月10日 競争の教育③（90年代～） ○ ○ ○ 課題２提出
５回 5月17日 少人数学級編成 ○ ○ Ⅲ-1

６回 5月24日 地方教育行政改革の 学校選択①（小学校） ○ ○
７回 5月31日 ケース・スタディ 学校選択②（高校） ○ ○ Ⅱ-3

８回 6月7日 PTAと学校評議会 ○ ○ ○ Ⅲ-2

９回 6月14日 教育制度改革の論点 未定 ○ 課題３タイトル提出
１０回 6月21日 学校を変える①（小学校） ○ ○ Ⅲ-3

１１回 6月28日 学校を変える②（アメリカ） ○ ○ ○
１２回 7月5日 学校改革のケース・スタディ 学校を変える③（高校） ○ ○
１３回 7月12日 学校を創る①（アメリカ） ○ ○ ○
１４回 7月19日 学校を創る②（日本） ○ ○ 課題３レポート提出
１５回 7月26日 まとめ 授業のまとめと応用方法 ○ ○ Ⅳ

ユニット制
複数回
テスト

予備⽇

予備⽇
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学習順序の原理

①⽬標を達成しやすいようにデザインする

②学習動機を⾼めるようデザインする

©Hiroaki SATO

６．授業概要・スケジュールの書き⽅

学習順序の原理
あなたが採⽤している学習順序の原理は何ですか︖紙
に書き出してみましょう。

基礎→応用

©Hiroaki SATO

６．授業概要・スケジュールの書き⽅
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簡単→複雑 既知→未知 結論→理由
個別→⼀般 具体的→抽象的

過去→現在→未来 全体→詳細→全体
（内⽥2005︓78）

学習順序の原理
①⽬標を達成しやすいようにデザインする

Bad Design︓理解しにくい、記憶に残りにくい順序
Good Design︓理解しやすい、記憶に残りやすい順序

正常→異常 通例→異例
⽇常→⾮⽇常 ⾃然→不⾃然

（杉森・⾈島2012︓137）
©Hiroaki SATO

６．授業概要・スケジュールの書き⽅

Ruleg / Egrule
（Rule, Example）

Ruleg Egrule
原理・原則

↓
事例

事例
↓

原理・原則
（Pike1989=2008:168）

©Hiroaki SATO

６．授業概要・スケジュールの書き⽅
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ETA EAT TEA
実習・体験

↓
知識・理論

↓
内省・気づき

実習・体験
↓

内省・気づき
↓

知識・理論

知識・理論
↓

実習・体験
↓

内省・気づき

Experience, 
Awareness, Theory 

（Pike1989=2008:168）

©Hiroaki SATO

６．授業概要・スケジュールの書き⽅

学習順序の原理

©Hiroaki SATO

②学習動機を⾼めるようにデザインする
Bad Design︓学習動機が⾼まらない（知的好奇⼼が刺激さ

れない）順序
Good Design︓学習動機が⾼まる（知的好奇⼼が刺激され

る）順序

知的好奇⼼（epistemic curiosity）
― 拡散的好奇⼼︓退屈や刺激の飢えによって⽣じる好奇⼼。
― 特殊的好奇⼼︓特定の環境で特定の情報を求める好奇⼼ 。質問、観察
、思考につながる。喚起するためには、「認知的葛藤」（⽭盾）が有効（
過去の経験則と相いれない事象・逆説的な事例・相反する原理原則や事実
・予期しない意⾒など）。

６．授業概要・スケジュールの書き⽅
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学習順序の原理

（杉森・⾈島2012︓137）

©Hiroaki SATO

正常→異常 通例→異例
⽇常→⾮⽇常 ⾃然→不⾃然

正常←異常 通例←異例
⽇常←⾮⽇常 ⾃然←不⾃然

６．授業概要・スケジュールの書き⽅

学習順序の原理

（杉森・⾈島2012︓137）

©Hiroaki SATO

AIDMA（アイドマ）の法則

Attention 相⼿の注意を引こう
Interest 興味をいだかせよう
Desire          学びたい欲求に⽕をつけよう
Memory       記憶に強く残そう
Action          ⾏動を促そう

1920年代にアメリカ合衆国の販売・広告の実務書の著作者であったサミ
ュエル・ローランド・ホールが著作中で⽰した、広告宣伝に対する消費者
の⼼理のプロセスを⽰した略語である。

６．授業概要・スケジュールの書き⽅

76



• 計画的な学習を習慣づけるため、毎回の内容を具
体的に書く（予告効果は動機を⾼める）。

• シラバスを変更する際は、学⽣に変更の理由を説
明する。新たなシラバスを配布する。ただし原則
はシラバスどおりに進めることが望ましい。

• 授業時間外の学習がある場合は書く（⾃律的な学
習者の育成のためにこそ書く︕）

©Hiroaki SATO

６．授業概要・スケジュールの書き⽅

（１）授業時間外学習を促す戦略（外発的動機づけ）
1. 毎回課題をやってくるものにポイントを与える。
2. 課題を⾏う旨を書いた契約書にサインをさせる。
3. 課題を成績評価対象とする。
4. 課題とテストやレポートの関連性を強調する。
5. 次回授業で課題要約を学⽣がする（教員が要約しない）。

・ ポイントを⿊板に書かせる。
・ 学⽣に発表させる（要点、発⾒、疑問を聞いて回る）。
・ ⼩グループで話し合わせる。
・ １０分程度で課題の要約を筆記させる。

6. 課題をやってこなかった者は退出させる。
7. eラーニングやルーブリックを活⽤しフィードバックを早く返す。

©Hiroaki SATO

６．授業概要・スケジュールの書き⽅
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（2）授業時間外学習を促す戦略（内発的動機づけ）
8. すでに気になっている問いに対する答えやヒントになる課題、

あるいは⾃らが興味を持っている課題が与えられた時、学⽣の
課題理解⼒は⾼まる。

9. 関連づける。前回や次回の授業との関連性、授業全体との関連
性が明確な課題を出す。

10.課題を個⼈にとって意味あるものとする。学⽣の既有知、⽣活
環境に関わる課題とする。

11.⾯⽩いものとする。課題をやってくることで、世界の⾒⽅が変
わったり、授業の内容が⾯⽩く感じられるものを選択する。教
員は課題の内容が⾯⽩いことを授業中に話すとよい。

12.必要なものとする。テストやレポートのためだけではなく、⼈
⽣のため、就職のため、⾝近な⼈間関係のため、教養ある⼈間
になるためには必要であるというメッセージを伝える。©Hiroaki SATO

６．授業概要・スケジュールの書き⽅

（3）学⽣に読書課題をさせるコツ（Norton,2003）
13. ヒントを与える

難解⽤語は事前に説明する。重要ポイントを⽰す。
14. ⼩テストをする

次回の授業の冒頭で⼩テストを毎回課す
15. リーディング・クエスチョンを与える

読書をしながら学⽣が質問に回答していく。事前に教員が
質問を⽤意する。回収することで評価もできる。）

16. ディスカッション・クエスチョンの発表を課す
読書をしながら学⽣が質問を書き出していく課題を課す。例︓もし〜
の場合は〜なのか︖、〜の意味が理解できない。

©Hiroaki SATO

６．授業概要・スケジュールの書き⽅
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（3）学⽣に授業外で読書をさせるコツ（Norton,2003）
17. 次回の授業の冒頭で要約をさせる課題を出す

次回の授業の冒頭で読書課題の要約を課す。読んできていなければ課題を提出
できない。

18. シラバスに書いておく
読書課題の⽬的（何のためにやるのか）をシラバスに書いておく（いきなり課
さない）。テスト対策のコツとあわせて書くと読んでもらえる。

19. 適切な量を設定する
量が多すぎないか、学⽣に聞いてみる。「やらない」のではなく「やれない」
のかもしれない。

20. 課題をやってくるのが待ち遠しくなるような雰囲気を教
室に作り出す

理想はこれ︕

©Hiroaki SATO

６．授業概要・スケジュールの書き⽅

• 評価情報は何よりも学⽣の注⽬を集める。
テストやレポートの内容・評価の観点，提出期限，
時期を具体的に明記することで，学⽣の学習を促すことが
できる（評価情報が学習を制御する︕）。

• 出席は評価点にしない。評価は学習に対してなされる。学
習しているかどうか不明なものは評価しない。

• 成績評価基準は測定可能なものにする。
• ⽬的・⽬標と対応させる（原則全て網羅，間引きしない）

。授業での学習と全く関係のないものを評価対象としない
。

©Hiroaki SATO

７．評価に関わる情報の書き⽅
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到達⽬標と評価⽅法の対応

評 価 ⼿ 法

第1部＋第2部テスト 15p.
第3部テスト 10p.
新⼈研修プログラム⼀式 15p.
グループワークの相互評価 5p.
マニュアル 15p.
シャトルカードコメント記⼊ 30p.（1p.×30回）

対応する到達⽬標

①③
②
③
⑤
④
⑤

到 達 ⽬ 標

①職場における⾃⼰啓発の重要性とその⼿順を説明できるようになる。
②職場におけるＯＪＴのコツを説明できるようになる。
③職場における新⼈研修プログラムが作れるようになる。
④職場で使えるマニュアルが作れるようになる。
⑤職場で求められるコミュニケーション能⼒を現状よりも向上させる。

７．評価に関わる情報の書き⽅

８．履修条件の書き⽅
９．受講のルールの書き⽅
10．学習上の助⾔の書き⽅

11．教材に関する情報の書き⽅
12．オフィスアワー・連絡先の書き⽅

©Hiroaki SATO
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• 学⽣のニーズと授業内容とのミスマッチを防ぐた
め、事前に履修が必要な科⽬や能⼒を記載する。

例 「⾼校で学習する⽇本史の知識を必要とする」
「英語Ⅰを履修していることが望ましい」
「国際関係論を履修していることが履修要件」

©Hiroaki SATO

８．履修条件の書き⽅

• 資料配布⽅法，課題提出のルール
「資料の予備は保管しません。出席者同⼠でコピーをするこ

と」
「当⽇⽋席により課題提出ができない場合は、事前に受けつ

ける」
「いかなる理由であれ、課題の遅れは認めません。」

• 受講のマナー
教員の常識は学⽣の常識ではない。お互いが不愉快な思い
をしないために具体的に記載する。
例︓授業中の飲⾷は禁⽌派︖容認派︖

©Hiroaki SATO

９．受講のルールの書き⽅
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• 効果的な学習のための助⾔
「○○新聞の△△欄は、授業に関係の深い記事が掲載される

ので、⽬を通しておくとよいでしょう。」
「市の○○センターには関連する最新情報が掲⽰されていま

す。」
「○⽉○⽇には、シンポジウムが開催されます。参加をしま

しょう。」
「図書館のスタディ・ヘルプ・デスクでは、本授業に関する

質問を受け付けています。気軽に利⽤して下さい。」

©Hiroaki SATO

10．学習上の助⾔の書き⽅

• 教科書を使⽤するかどうか。する場合は、書名、著者、出
版社、出版年、価格に関する正確な情報を記⼊する。絶版
等⼊⼿困難になっていないかどうかを確認する。

• 授業中に直接使⽤しない場合は、どのように使うのかを明
⽰する。明⽰できない場合は、参考書扱いとする。×「関
連個所を読んでおくこと」

• 学問への誘い，⾃学⾃習のガイドという意味があるので丁
寧に記述する。

©Hiroaki SATO

11．教材に関する情報の書き⽅
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• 具体的な時間の指定を
×「いつでも構わない」
○「⽔曜⽇ 12〜14時」

• 授業が重なっている学⽣がいることを配慮して、
休み時間を含めた時間帯にするのが望ましい。

• 電話番号、メールアドレス、研究室の場所を記載
する。

• 学⽣にとって研究室訪問は勇気のいること。研究
室への訪問を課題とすることで垣根を低くするこ
とができる。

©Hiroaki SATO

12．オフィスアワー・連絡先の書き⽅

• 池⽥輝政・⼾⽥⼭和久・近⽥政博・中井俊樹（2000）『成⻑するティップス
先⽣』（⽟川⼤学出版部）

• 内⽥実（2005）『実践インストラクショナルデザイン』(電機⼤出版局）
• 佐藤浩章編（2010）『⼤学教員のための授業デザインと⽅法』（⽟川⼤学出

版部）
• 杉森みど⾥・⾈島なをみ（2012）『看護教育』第5版（医学書院）
• 梶⽥叡⼀（1992）『教育評価 第２版』（有斐閣双書）
• 鈴⽊克明（2002）『教材設計マニュアル』（北⼤路書房）
• 徳島⼤学⼤学教育委員会（2002）『FD推進ハンドブック』
• ⽇本医学教育学会（2006）「第33回医学教育者のためのワークショップ（冨

⼠研WS）配布資料」
• 北海道⼤学⾼等教育機能開発総合センター（2000）「北海道⼤学FDマニュア

ル」『⾼等教育ジャーナル』第7号
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• Teaching Tips for TAs: When Students Havenʼt Done the Reading
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